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■マニラ･テーケン発電所納

2号横100,000kWタービン完成

このほど口うンニ製作所では,フィリッビン･マニラ電力会社のテー

ケン発′霞所納2一号楼100,0001くWf如(タービンを諸式し-､一′二会談怯も

寿子∴船析を行なった⊂:本タービンは1-シフ鳳こjJほ続いてポイラ,

発唱倍その他プラントート契機:そ三幸とともに追加受注したもので,発電

l削台は本別ごにテ止されているこそのおもな仕様ほ,口立衝動式′て

L形二流排ム摘水タービン,出力100･000kW,]三蒸気址力1,800psig

(127kg/cm2g∴工蒸気温比1,000=F(538℃),再熱蒸気氾蝮1,000=F

(538r℃),排気真二咋度2･Oin･Hg･abs･,川転数3,600rpmなどl醐i的

なものである｡本分屯所か完成すれは既に昨年8月より逆転に(三

いっている1号枚とともにフィリッピン･マニラ地Rの信力浅鳳二

対LさF〕にいっそうの土▲一拍にをするものと期待されている.【.

岡1100,000kW f受水ク ー ヒ

■揚水発電所向大口径蝶形弁完成

このほど｢l立製作所でほ,電源朋充株式会社池原発電所向け巾≠

4,200Ⅰれm蝶形弁2亡トおよび東京電力株式会社矢木沢発電所向け【l

径4,2001--m蝶形弁1台を完凪納入した.:.

これらの喋形弁は口†逆式ポンプ水中のケーシングの上流側に隣接

して振付けられ･抽凧こてり日間操作を子‾fなうものである!｡弁体外周

には交換可能な同形ゴムがそう入されて二㌻川,全閉特に漏水を毎分

30リット′し以‾Fに保つことができる･ユニれらの蝶形弁にはおもに鋼

板および鋳鋼が用いられているが,特に矢木沢発電所向弁休は従来

の鋳鋼一体構造に代って鋼板と鋳鋼の組合せ構造が採用され,構造

の削りとと強度の向上がf封られている｡弁全開時の水頭損失を減少

させ,またポンプ運転時の異常振動を避けるため弁体表面にほりフ

などの突起物はなくはば流線形を三吉している｡

｢榔調操作のため･水中制御用圧仙装臣亡とほ別凧こ圧力70kg/cl11三

の蝶形弁専用圧油装綻が設けられ,開閉操作機構および配管の小形

化,軽量化が阿られているこゝ

図2 4,200mm 径 蝶 形 弁
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■東京原子力産業研究所納

流通形気体反応装置完成

日立製作所では,東京原子力産業研究所(TAIC研)納の流通形気

体反応装置を完成,このほど納入,据付を完了した｡

この装置ほ,わが国ではじめての原子炉を使用する放射線化学の

本格的な研究用設術である｡

装置ほ同所がもつ100kWスイミングプール形原子炉(HTR)を

使用し,原子炉の中性子,r混合放射線の照射下で,最大流量750

Hl/hのエチレンと水素の混合ガス(混合比1/9～9/1)を常況常圧か

ら350℃,25kg/cm2(一部は50kg/cm2)の範臣円の状態で触媒接触

反応を行なわせ,エタンなどを生成するとともに触媒の枚能などの

研究を行なうためのものである｡

原子炉を使用する関係上,安全対策と取扱い容易なるよう特に考

怒をはらっている｡すなわち安全性については原子炉に対してはも

とより,軌己系のエチレン,水素はいずれも可燃爆発性であるので,

圧力上昇に対しては±左全弁のほか後備安全装置を設け,流体の漏え

いに対しては外部への漏えい皆無となるようにし 原子炉内で直接

放射線の照射をうける機器は誘導放射能を低くするため十分小形化

した｡さらに取披い容易なためi･こ,枚岩詩,配管には分解組立て容易

な接手を採用した｡

今後,この装置を使用した実験の解析結果は各種接触反応への放

射線応用の手がかりとなり,広範囲な‾l二業的合成反柾ニヘ応用される

ことが期待される｡

図3 流通形気 体 反 応 装 置

■ 日本原子力研究所納

国産一号炉(JRR-3)計装燃料棒

JRR-3は禦ミ出プJlO加1Wのプこ然ウラン一武水形肝先制原子炉であ

了).そJつ埋設に当たr)口1二く製作所に七刑棚三をはしめ頃子匁う本体,実

験設侃 燃料取扱装置など‾′を納入Lた-_今回燃料の核的および熟杓

性買を調べることを[川りとして計盟黙料棒が計由され,口古製作所

∴∴受注L2本納入した一

本燃料棒こま,天然ウラン挿を内申2Ⅰ℃111の7′ンミニウムで被手生し

た鮒斗要素値径29mm.たさ883mm)を3本継ぎ,ニれに冷却

管をか/ミニせ上部に遮へいプラグを取r川▲けた従来の燃料棒(直径95

1Ⅵm.長さ5､415mmlにさこ〕に燃料要素各部の温度分布を測定する

ために,難電対絹同一コンスタンタン,不銑鋼被覆,厄径1mm)12

本を取り付ナで黙村椿上ご郎から引き出し,炉外で測定できるように

し,また冷却管の外側に2組のアルミニウムのU字管(内径8mm,

伺厚1n-m,長さ杓5.5m)を取`)付け,この中にワイヤまたは連珠

式カブセ′,しを通して中性子火の分布を測定し,さらにラビット式カ

ブセ･Lを炉外からU手管内に空気によりそう入,取り出しできるよ

うこなっているこ

取扱容器は計装燃川郎〕実鮫操作を行なうもので,錨で遮へいし

た容器の中に照射ワイヤーくPうプセ′しの巻き取りドラムおよぴカプ

セ′こ_気運川のモ気1■削モ柴Fr亡ぶよぴカブセ′し受けなどを内蔵して

い勺1

-98-
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■ 日本原子力研究所納

国産一号炉(JRR-3)気送管およびRエエ場気送管

比較的短寿命のR.Ⅰ.の製造や照射試験を行なうためにJRR-3に

_気送管が設けられているが,このほど日立製作所では,自動式通路
‾変換梯2系統を納入した｡

気送管はカプセルを試料入れから加圧空気により約10m/sの気

運速度で炉心に送り,任意時間照射後再び炉外に取り出すものであ

るが,この場合通路変換楼により任意の試料受に送り分けることが

できる｡既設の設備ほこの通路変換棟が手動式であったが,今回完

一うナ日動運転ができるように通路変換機に自動式のものを採用した｡

通路変換機は炉心からの通路を4方向に分けることができるもの

て,ゼネバ棟構を採用し,電動機により希望の通路に正確に位置合

わせするとともに軌上位置では管路を完全にシー′しするが,回転中

はパッキングがしゅう動せずに移動するような特殊な構造を揺用し

ている｡

またJRR-3から約50mこまなれたR.1.二｢場とJRR-3内のホット

ナーブの問に二式道管があるが,この系統にも新しく通路変換機1系

呵空軍【軍司

L‾_〉
‾‾=誓勺才､

賢妻
ご三三･蛋･

妻∃
生霊一票辛ノ 〉､き∫心∵ユ

図5 JRR-3の通路変換殿

統を設け,カブセノしを送りわける管路を増設した｡R.Ⅰ._l二場の場合

地下室に設亡ナられた通路変換俸は時間的な制約がないので手動と

L,通路の切換えは一階より遠隔式に行なっている｡

■ 日本通運株式会社納

150t積ト レ ー ラ 完成

このほど日立製作所では,日本通運抹∫〔全社向の150t枯トレーー

ラを完成した｡

このトレーラほ大形変圧器,発電機など重量品輸送用のガーダ式

である｡

輸送にあたっては,前部にトラ

フメと連結されるセミトレーラ形

式♂)細台巾を,後部にボールトン

ーーラ形式の後台車を班fHする｡

前台申はトラクメの運転手プリニト

ラクタを操舵することによりl二i動

的ここれこ追従して操舵てきる隅

道で,綾子㌻中は綾子｢中運転=手の運

転こよ 丁きる｡亡うい_/よ一--,

ている-､

この前fト中と綾子い‾i+二とン.ン中体

･■サーダ)で連結しノ,車体のホナ

ノトi与f;に杵パ放物を支持Lて連行
〉_l一

-′

づ イ⊃.-

御難
鰍

巾体はⅠ形断面で製作してあり,走行装抑よ重量lV､運搬のため車

輪数を多くし,逆行路向かある程度不整地でも上‾F■,左右にiT‾Ⅰ向に

追従し,均一な純毛が申輪にかかるように設計してある｡

車体のホナット幅は4任煩,ホナット長さは12種類に変えて使い

方一つ汁できるようになっている｡

走行速乾は空中時30km/h,続載帖5km/hで,巾両置量ほ53t,

積載量150t,合計重量は203tで乗車起員1名である｡寸法は長さ

22,070mnl,幅3,900mm,高さ4,033mmである｡

仙=〝ご〉磨･､ど｢ノダ三
′”三･乙Y卜”竹､Y

ノ野際_--､警----
‾‾‾

鮎+Z云′

:-一議

図6 150t得いンーラ(偶1勺走行テスト小､)

声三菱鉱業株式会社古賀山鉱業所納

200kWドラムカッタ稼動開始

日丁′二製作所は,世界最高の出力と送り速虹のLと†動榔卸装iさ:亡を卜小■立

Lた200kWドラムカッタローダを完攻L.昨年+ご-‾三菱鉱業件式台

什【1丁川_l+鉱業所に納入した)1■こ,以来好調に実稼動小てぁる｡

チ=ノミ業射では生産体制の合手引ヒ,とりわこナ′ぷ･務老J〕刀くノ山､ら採石三

七中心とする機械化に対する要苧主力こ虫ミく,昨年蛙ほどルド坑を小心

こ75klV以上のコーノンカッタに色(､くカニ移り,大容量ミニのコ【′Lカ･ソク

ニュる1切胡当たりの出βミ雌プこJ〕■こ隼手刀卜1轢とな/-,ている′.ニ_れらの

垂的に対L口立製作所では自動肘掛式強力フィード装7■ヂによる■ノニケ手

蔓ニーー′しカッタを企向し,その筋1号強力フィード部を同鉱業所に

一昨咋+二納入,90kWドラムカッタと酌み命わせて性frjし,1三田

しつ1切羽山〃ミの記鈷を更新する碇当ミを上げた.｡さらに相乗1抑jニ+

当たり1､000t/′day以上の出歩そをあ｢〕ごるたふ〕には90kWドラムカッ

タよりさらに高馬力のものが必要とさゴt,‾三菱鉱業株式台杜心よび

関取講一巾〕二の協賛を得て1十川･的記録んトニある200kWドラム‾カッタ

ニ士完攻し砧′壱配り,000V■二･の手采恥ニュる防爆上のl‾盲引出などを‾止りはし

て現在フ′しに稼動し-ト｢二ある二稼動享#りミは従来の90kWドラムカッ

タてこよほとんど切さいてきなし､悠条件の堅い脚ごゴでも切さい可▲旭と

Ⅶ99
【
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なっでおFフ,著しい出炭増加ができた｡_.

木磯のおもな特長は,フトード部のけん引力を15tと大舘岩化し

たうえに切さい積込速度も111釆のほぼ倍の速度になっており,電動

枚電流のフィードバックによる走出刀自動制御装群を設け,その速

度設定および正道指示は,機械側面のツてミハンドルで容易に行な

うことができるようになっている.ニ フィード部および電動機は散水

用の水を陸川した水冷式とし,油圧変速装百の効率を高めるととも

に電動機は樺度に小形化され,F憧フォームドコイルが採用されて

いる｡電源ほ卜l本員初の1,000V/50へノ,1,100V/60′ヽを採札 なお

搬送波制御く･こよりケーブル外径を極力小さくして取り扱いを楽にし

てある,ケーブルほ38mm2×1,500V日立HCRケーブノしが採用さ

れている= カッタドラムは径1,000×幅750mmで,カッタ部納端に

油圧ジャッキを設け,カッタドラムの切さい位置を±50mm.[二下調

黙することかできるので下毛諾調弓如ン容易である｡

■仝トランジスタ式

50朋cシンクロスコープⅤ-500形完成

このほどH立製作所では周i岐款待性DC-50Mcでは国産て田よう

て全トランジスタ化した′J＼形推量でかつ高感度2現象遅延抑引多川

途形シンクロスコープⅤ一500形を完成した｡本機はシリコントラ

ンジス_クを使用し十分な温度肺院を行なっているので外川条件に幼

い性能なもち,高い安定性,長寿命など高信板度のものてぁる= ブ

ラウン管は,R立製作所が新しく開発した無視差方式5吋角形管を

悼H]しており,視差による読取誤差が零となっている.こ

その他,おもな牛く1ミ長は垂Ir摘bの2現象感度が10111V/cmで従来

の製品の5仁子の感度をもち,チャンネルA,Bの結今により1mV/

c111の/臥島感度になる｡.2現象切換周波数が1Mcで巾発2現象の

測定粗相が従来のものより10倍広くなっている｡また2現象の代

数和操作により差動増幅器となるので低レベルの信号観測の場合雑

音の除去ができる｡50Mcまで完全トリガ同期特性をもち超高周波

‥…編集後記･…
わが担=こおける火力発電所の進如こ伴う蒸気タービンの大容量

化,蒸気条件の高温,高圧化は著しい｡これらに伴い,こjtを制御

する系統についても幾多の画期的な進展が見られる｡

l‾最近の大容呈蒸気タービンの制御_し では,大容量化に伴′_,て丁上

する速度上昇率に対Lて用いら九る加速リ レ【付タブルガバナおよ

びシングルガバナについて,さらに広範開通度制御装置について詳

細に報告しており興味ある論文である⊂′

◎

重油燃焼ボイラの低洞_部帝食についてほ,外四ではすでに多くの

報告が行なわれているが,わが国においても新鋭火力での重油燃焼

によf)低温部腐食の問堰が大きく取りあげら九るよ うにな′-)て

いる.-ナ

｢530t/h 自然循環ボイラによる低過剰空気燃焼試験_+では,今般,

日 立 評 論 舞48巻 舞5号

昭和41年5月20日印刷 昭和40年5月25】+発行

(毎月1円25日発行)
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乱丁落+一本は発行所こてお取りかえいたL普サー

回7 坑【ノ+稼動中の200kWドラムカッタ

まで解易に`女`′上な同共附ことれる‥2現象の位相測定が止終にできる

ように,2現象の一方･こ剛田を国定することカ';できる一 波形の一斉【;

分を数千一台に拡大観測ができるように広稲田の二女定な遅延手ご汁引力ンJ

いている=
一村仲恥のA,B

チャンネノしそン利用して高

感度び〕Ⅹ-Yオッシロと

なる- ブラウン管の有効

域カ'こぅムく(6cIllXlOcITユ)

かつフォーカスの均一性

がす一く'れているので広範

り≠こ鮮明7･な低か観測でき

る二 偏光フィノしタか付属

しているので,明るい場

所でも鮮明な像カこ得られ

るこ 方形波電流端子がつ

いているので電流プロー

ブの校正ができるなどで

ある‥.

ち～

L窒†8 50McシンクロスコープⅤ-500形

関西電力株式会社と/こブコッタロ立株式会社両社の共同研ノ先として

行なわれたこの問題に関する試験結果について報告してこねり,貴重

な文献資料となろう.｡

◎

本号の特集は.‾衛星通信用アンテナ特性測定装置_,｢ブラズて測

定におけるマイクロ波の妃二用+など5編の論文を収録L｢高周波測

定特集!を掲載した‥ 加速度的進展を示す高岡池測定技術にスホ､ソ

トをあてた時宜を得た特菓であり,諸賢の期待に応えうるものと†言

する｡.

◎

巻頭一家一言には,国際電信電話株式会社研了E所長抑Il浩氏より

｢電気通信と測′右技術_ と題する玉稿をいただいた.｡ご多用のとこ

ろ寸暇をさいて拍を草されたことに対し深く感謝の意を表するr二､
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